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1 .微生物標本館とは

農業環境技術研究所、農業環境インベントリーセンターに所属する微生物標本館には、多くの研

究者から寄託された微生物タイプ標本に NIAES番号を付けて保管されている。さらに、 1880年代

から現在に至るまで約 130年間にわたり寄贈・採集された微生物乾燥標本、微生物乾燥さく葉標本

等約 7，300点を、標本室内で安定的に保管している。また、農林水産省微生物ジーンバンク事業の

一環として、細菌および糸状菌の凍結乾燥アンプル、凍結チューブ、継代培養試験管など合わせて

約 4，000点を低温室において保存している。その収集は現在も続いており、 2010年度に新たに収蔵

した標本等について紹介するo

2. 標本館情報への標本追加

2010年度には、パイナップル科の観葉植物ネオレゲ、リアがオランダから輸入される際に、成田空

港で植物検疫により発見された新種の病原菌Exserohilumneoregeliaeの菌体標本や、北海道で発生し

た新病害のニラベと病のさく葉標本など 3点にNIAESH番号を割り振り、タイプ標本コレクション

に追加した(図 1)。

また、昨年標本を収蔵したイチジク株枯病菌の原著論文がMycoscience誌に発表された。
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図2: 2010年度に寄託されたタイプ標本や証拠標本の保存状況

(左:Exserohilum neoregeliaeの菌体標本 右:ニラベと病のさく葉標本)
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これまでに微生物標本館に所蔵されているの微生物標本情報をDB化し、恥b公開中の微生物イン

ベントリーfmicroFo陀'eJfこデータ追加等を行ってきたが、今回寄託された標本のデータ 3点を DBに追

力日した。

3 ジーンパンク登録薗株の根本化

農業環境インベントリーセンターでは、農林水産省のジーンパンク事業のサブパンクとして微生

物遺伝資源の探索収集、評価、保存、配布等の活動を行っている。それら MAFF菌株の中から

~FTIN306798~306808 までの 11 菌株の植物病原菌の培養菌体の乾燥標本を作成した。 この中に

は、香川県丸亀市で採集されたアスパラガス褐斑病の病原体である Ce陀'ospora四'fJt1ragaiや、香川県

観音寺市で採集されたレタスピシワム萎凋病の病原体である砂的ium即日'nulatumなどの標本が含ま

れている。各菌株の詳細は以下に示す農業生物資源研究所ジーンパンク事業のデータベースの微生

物遺伝資源部門に登録され、以下のサイトから検索を行える。
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